
教職科目Ａ，児童期の諸問題  

 

  

レポーター形式の授業について  

 

教育心理・佐藤公代  

 

＜問題と目的＞  

  

 今回はレポーターを決めて発表形式を主

にして行ってみた。理由は、耐震工事のた

め後期から前期に移動させたので受講者が

少ないだろうと予測をたてたからである。

昨年行った「講義」－ 「グループ討論」－

「各班からの講義内容報告とまとめ」とい

う形式には無理がある。  

 仮説は次の通りである。  

（１）各自レポーターになることによって

独自のやり方を考え出すであろう。  

（２）各自の体験をふまえて活発に討論が

進むであろう。  

 

＜方法＞  

 

１）期日：２００８年７月１５日（火）に

調査した。  

２）対象者：２回生～４回生、計８名  

３）手続き：自作のアンケートで無記名に

より調査し分析した。  

 

＜結果と考察＞  

 

 アンケートにそって分析結果を述べる。  

 

（１）講義＋討論形式の授業に「非常に興

味をもった」３７．５％、「興味をもった」

５０％で８７．５％の学生が興味をもって

いる。「非常に興味をもった」理由は、「そ

のテーマについて、他の人の意見を色々聞

くことができ、視野を広げることができた

から」「楽しい」「自分の言いたいことは

言えたから」である。「興味をもった」理

由は、「自分の意見を言えるから」「今ま

でなかった形式でおもしろかった」である。

「わからない」１２．５％である。  

 

（２）講義＋討論形式の授業は「非常に役

だった」１２．５％、「役だった」８７．

５％で全員「役だった」と回答している。

「役だった」理由は、「子どもにまつわる

諸問題について様々なデータを見たり意見

を聞けたりして、考えを深めることができ

たから」「考えを深めることができたと思

う」「特に他の回生のかたの意見が新鮮で

ためになったと思います」「様々な意見が

聞けた」「それぞれの意見を聞いて、自分

の考えと比べることができた」である。  

 

（３）○○と子どもシリーズで第何回の所

に興味をもったかについては以下の通りで

ある。  

｛１｝１回目は児童期の諸問題について概

説し、授業のやり方を説明した。  

｛２｝２回目「親と子ども」、３回目「教

師と子ども」、４回目「授業と子ども」、

１４回目「対人関係と子ども」については

講義形式とした。  

｛３｝２回目「親と子ども」１２．５％、

理由は、「家族観が人により様々だったか

ら」である。 

｛４｝７回目「いじめと子ども」２５％、

理由は、「話し合ってもなかなか一つの意

見にまとまることがなく、難しい問題だと

感じた」「教育的な観点と一人の人間とし

ての観点の比較が面白かった」である。  

｛５｝８回目「体罰と子ども」１２．５％、

理由は、「さまざまな体罰に対する意見が

聞けたのでよかったです」である。  

｛６｝９回目「思春期と子ども」２５％、

理由は、「子ども時代の考え方、気持ちに

は様々な形態があること」「自分の家族と

の関係を見直すことができたから」である。

｛７｝１１回目「遊びと子ども」１２．５％、

理由は、「もっと子どもに遊びを教えてや

りたいと思った」である。  

｛８｝１３回目「パソコン、テレビゲーム

と子ども」１２．５％、理由は、「自分で



調べて、さらに知りたいと思うようになっ

た」である。  

｛９｝５回目「塾と子ども」、６回目「不

登校と子ども」、１０回目「読書・漫画と

子ども」、１２回目「テレビと子ども」に

ついてはレポーターが行った。  

 

（４）レポーターになって「非常に良い」

１２．５％、「良い」７５％、「わからな

い」１２．５％で、８７．５％の学生が「良

い」と回答している。「非常に良い」理由

は、「楽しかった」である。「良い」理由

は、「一つの授業をつくる難しさがわかっ

た」「調べているうちにそのテーマについ

て色々な見方や新しい発見があったから」

「授業の進行が難しいことを知り、改善し

たいと感じたから」「主体的に授業に参加

できる」「難しさがわかったから」「自分

の興味のある内容について調べることがで

きて楽しく学べた」である。「わからない」

理由は、「段取りが悪かったです」である。 

 

（５）レポーターになって調べ方に「非常

に苦労した」１２．５％、「苦労した」７

５％、「わからない」１２．５％で、８７．

５％の学生が苦労している。「非常に苦労

した」理由は、「データが見つけづらかっ

た」である。「苦労した」理由は、「デー

タがなかなか見つからなくて苦労した」

「論点を見つけることに苦労した」「どの

点にしぼるか決めるのに時間がかかった」

「望んだような資料が見つからなかったか

ら」「なかなか自分の欲しい情報を見つけ

るのに時間がかかった」「インターネット

でさがすのも大変で見つけたデータをまと

めるのも大変だった」である。「わからな

い」理由は、「何についても良いというの

に少し戸惑った」である。  

 

（６）レポーターになって気をつけたこと

は「あった」８７．５％、「わからない」

１２．５％である。「あった」理由は、「討

論しやすい課題をさがそうとした」「みん

なが関心を持てるような議論を考えるよう

にした」「一つの考えにしばられないよう

に気をつけました」「話の進行役となり、

なるべくまとめに力を入れるようにしてい

きました」「一方的な発表にならないよう

にする」「具体例があった方が理解し易い

から」「長すぎず短すぎず」である。「わ

からない」理由は、「なるべくわかりやす

く発表出来るように心がけた」である。  

 

（７）手作りお菓子、飲み物を出してもら

って「非常に嬉しい」５０％、「嬉しい」

５０％」で全員が「嬉しい」と回答してい

る。「非常に嬉しい」理由は、「おいしい

し、リラックスできるから」「リラックス

できて、話しやすくなったと思います」「と

てもおいしかったです。ありがとうござい

ます」である。「嬉しい」理由は、「気が

楽」「毎回おいしくいただきました」であ

る。 

 

（８）児童期の諸問題で得られたことは「大

いにあった」１２．５％、「あった」８７．

５％である。「大いにあった」理由は、「い

ろいろ考えさせられた」である。「あった」

理由は、「「教師を目指しているので色々

な視点で子どもについての問題を見直せた

のが勉強になった」「観点を多く得られた

ように思います」「現代を取り巻く問題と

子どもに意外と多くの関連性があると感じ

ました」「自分自身でいろいろ考えられる

から」「意見交換をして他の人の考え方に

触れることができたのが良かった」である。 

  

 以上から仮説（１）（２）は支持された。 

 

 今回は、少人数ということもあって、気

楽に開示出来た授業だと思う。各自レポー

ターとしての自覚を持ち、調べられるだけ

調べて全員に発言させるように授業を工夫

していた。最後に提出するレポートも各自

の興味にあわせてそれなりに書いている様

子が見られた。レポートをする箇所は各自

に自由に選ばせたので、それも動機づけに

なって自主的・創造的にできたのかも知れ

ない。心理専修生以外の学生もいたのでバ

ライテイに富んで良かったと思う。  

 平成２１年度もこの方式でやってみよう

と思う。やりたいと思っても平成２１年度

で定年なので「飛ぶ鳥後を濁さず」有終の

美を飾りたいものである。  


